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市
は「
第
３
次
総
合
計
画
」

の
策
定
に
市
民
の
み
な
さ
ん

の
声
を
生
か
し
て
計
画
を
作

ろ
う
と
、
市
民
意
識
調
査
を

行
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
住
民
基
本

台
帳
か
ら
無
作
為
に
抽
出
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
約
５
千
人

に
調
査
票
を
お
送
り
し
、
市

の
現
状
や
将
来
の
ま
ち
づ
く

り
な
ど
に
つ
い
て
み
な
さ
ん

の
考
え
を
お
聞
き
す
る
も
の

で
す
。

調
査
票
が
届
い
た
方
は
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
政
策
推
進
課
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パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
…
⑤

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
…
⑤�

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
…
⑤�

市
民
懇
談
会
を
開
催

三
山
木
・
普
賢
寺
で

市
は
、「
第
３
次
総
合
計

画
」
の
市
民
懇
談
会
を
４
月

か
ら
順
次
、
市
内
５
か
所
で

開
き
、
直
接
み
な
さ
ん
の
声

を
お
聞
き

し
て
い
ま

す
。こ

の
懇

談
会
は
、

平
成
１８
年

度
か
ら
１５

年
間
の
本

市
の
進
め

る
さ
ま
ざ

ま
な
分
野

の
施
策
の

基
本
と
な

る
「
第
３

次
総
合
計

画
」
の
策

定
に
、
市

雨のなかより実践的に�雨のなかより実践的に�雨のなかより実践的に�

民
の
声
を
幅
広
く
生
か
そ
う

と
開
く
も
の
で
す
。

６
月
の
開
催
予
定
地
域

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
な

お
、
同
懇
談
会
は
今
月
が
最

終
月
で
す
。

多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

開
催
地
域
名
・
日
時
・
場

所
＝
▼
三
山
木
地
域
・
６
月

５
日
�
午
後
７
時
３０
分
か

ら
・
山
本
構
造
改
善
セ
ン

タ
ー
（
山
本
公
民
館
）
▼
普

賢
寺
地
域
・
６
月
１２
日
�
午

後
７
時
３０
分
か
ら
・
水
取
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
水

取
公
民
館
）

テ
ー
マ
＝
「
み
ん
な
で
創

ろ
う
！
未
来
の
き
ょ
う
た
な

べ
」く

わ
し
く
は
、
政
策
推
進

課
（
�
６４
・
１
３
１
０
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

将来のまちづくりについて建設的な意見が出された田
辺地域の市民懇談会（5月15日、コミュニティホール）

（
�
６４
・
１
３
１
０
）

Ｈ
Ｐ
で
も
意
見
募
集

市
は
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.kyotan

abe.jp)

で
「
第
３
次
総
合

計
画
」
の
策
定
に
関
す
る
各

種
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
積
極
的
な
ご
意
見
・
ご
提

案
を
お
受
け
す
る
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
政
策
推
進
課

（
�
６４
・
１
３
１
０
）

防
災
マ
ッ
プ
と
洪
水
・
土
砂

災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
配
布

市
は
、「
防
災
マ
ッ
プ
と
洪
水
・

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
被

害
想
定
図
）」（
＝
写
真
）
を
作
成

し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
へ
「
広
報

き
ょ
う
た
な
べ
」
６
月
１
日
号
と

一
緒
に
お
届
け
し
ま
し
た
。

「
防
災
マ
ッ
プ
」
は
、
広
域
避
難

場
所
や
避
難
所
・
救
急
医
療
機
関

な
ど
災
害
時
に
避
難
救
護
活
動
を

行
う
施
設
な
ど
を
掲
載
。
ま
た
、

防
災
マ
ッ
プ
の
裏
面
の
「
洪
水
・

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
は
、

雨
量
を
２
日
間
で
５
０
０
�
と
想

定
し
、
そ
の
時
に
発
生
す
る
可
能

性
の
あ
る
浸
水
予
想
図
や
土
砂
災

害
予
想
地
域
を
表
し
て
い
ま

す
。な

お
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、

想
定
さ
れ
た
一
定
の
条
件
で
シ

ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
も
の

で
、
実
際
の
気
象
状
況
に
よ
っ

て
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
場
所

で
災
害
が
発
生
す
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
管
財
防
災
課

（
�
６４
・
１
３
１
４
）

５
千
人
を
対
象
に
市
民
意
識
調
査

梅
雨
入
り
を
間
近
に

控
え
た
５
月
１６
日
に
、

市
は
木
津
川
玉
水
橋
下

流
の
河
川
敷
で
水
防
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
非
常

災
害
に
備
え
て
水
防
法

や
水
防
計
画
に
基
づ
く

実
践
的
な
訓
練
を
行
う

こ
と
で
、
水
防
技
術
の

向
上
な
ど
を
目
的
と
し

た
も
の
。

当
日
は
、
府
南
部
に

大
雨
洪
水
警
報
が
発
令

さ
れ
た
と
い
う
想
定
の

も
と
、
消
防
団
員
や
消

防
本
部
職
員
ら
約
２
５

０
人
が
参
加
。
ま
た
、

今
年
度
か
ら
は
、「
自

分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分

た
ち
で
守
ろ
う
」
と
一

休
ケ
丘
と
飯
岡
区
の
両

自
主
防
災
会
会
員
も
参

加
し
ま
し
た
。

雨
が
降
り
し
き
る

中
、
消
防
団
員
ら
は

「
釜
段
工
法
」「
改
良
積

み
土
の
う
工
法
」「
竹

流
し
工
法
」「
杭
打
ち

積
み
土
の
う
工
法
」
の

訓
練
を
行
い
、
万
一
に

備
え
士
気
を
高
め
て
い

ま
し
た
。

各
工
法
の
出
来
具
合

を
視
察
し
た
久
村
哲
市

長
は
、「
き
び
き
び
と

し
た
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

な
対
応
を
見
て
自
信
を

も
っ
た
。
今
後
も
市
民

が
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
講
評

し
ま
し
た
。

訓練の出来栄えを確認する久村市長㊨ら

水防訓練 万一に備え士気高める

雨
が
降
り
し
き
る
中
く
い
を
打
ち
込
む
訓
練
参
加
者

堤防の上部まで
土のうを運び上

げる消

防団員

堤
防
か
ら
あ
ふ
れ
出
す

水
を
想
定
し
て
「
改
良

積
み
土
の
う
工
法
」
を

行
う
み
な
さ
ん

消防団員の手によってていねいに積
み上げられる土のう
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府
住
宅
供
給
公
社
は
、

「
た
い
あ
っ
ぷ
住
宅
（
京
都

府
中
堅
勤
労
者
向
け
公
共
賃

貸
住
宅
）」
の
入
居
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

「
た
い
あ
っ
ぷ
住
宅
」
と

は
、
府
が
家
賃
の
一
部
を
一

定
期
間
補
助
す
る
こ
と
で
入

居
者
の
家
賃
を
軽
減
す
る
民

間
の
賃
貸
住
宅
の
こ
と
で

す
。募

集
す
る
住
宅
＝
▼
レ
ス

ト
プ
レ
イ
ス
西
川
（
田
辺
中

央
六
丁
目
７
・
３
）
▼
プ
レ

ス
テ
ー
ジ
壱
番
館
（
田
辺
中

央
三
丁
目
３
・
１
）
▼
サ
ン

フ
ロ
ー
ラ
イ
タ
（
田
辺
中
央

六
丁
目
７
・
１
）
▼
ス
マ
イ

ル
オ
ー
キ
ッ
ト
（
河
原
北
口

４３
）

ビ
ル
・
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど

で
公
共
水
道
の
み
を
供
給
源

と
し
て
受
水
槽
や
高
置
水
槽

を
設
け
、
そ
の
有
効
容
量
が

１０
�
を
越
え
る
も
の
は
簡
易

専
用
水
道
と
し
て
、
水
道
法

の
規
制
を
受
け
ま
す
。

設
置
者
は
飲
料
水
を
汚
染

か
ら
守
る
た
め
に
、
適
切
な

管
理
を
行
う
ほ
か
、
１
年
に

１
回
、
専
門
の
検
査
機
関
に

依
頼
し
、
定
期
検
査
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

毎
年
６
月
の
第
２
週
は

「
危
険
物
安
全
週
間
」
で
す
。

こ
の
週
間
は
、「
危
険
物

を
取
り
扱
う
事
業
所
で
の
自

主
保
安
体
制
の
確
立
」
を
目

的
に
、
平
成
２
年
か
ら
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

石
油
類
を
は
じ
め
と
す
る

危
険
物
は
、
自
動
車
の
燃
料

な
ど
に
幅
広
く
使
用
さ
れ
て

お
り
、
現
代
の
私
た
ち
の
生

活
に
か
か
せ
な
い
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
取
り

扱
い
を
誤
る
と
発
火
・
爆
発

を
起
こ
す
危
険
が
高
く
、
高

温
の
場
所
に
は
置
か
な
い
な

ど
細
心
の
注
意
が
必
要
で

す
。こ

の
週
間
を
通
じ
て
、
多

く
の
人
が
危
険
物
に
対
す
る

理
解
を
深
め
、
事
故
の
な
い

安
全
で
豊
か
な
社
会
を
築
い

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

消
防
本
部
・
消
防
署
は
、

６
月
６
日
�
か
ら
１２
日
�
ま

６
月
１
日
�
か
ら
国
税
の

申
告
や
納
税
、
申
請
・
届
け

出
な
ど
の
手
続
き
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
自
宅

や
事
務
所
で
で
き
る
、「
国

税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
（e-Tax

）」
が
始
ま
り
ま

し
た
。

同
シ
ス
テ
ム
の
利
用
を
希

望
さ
れ
る
人
は
、
宇
治
税
務

署
に
備
え
付
け
の
「
開
始
届

出
書
」
に
必
要
事
項
を
書
い

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
同
シ
ス
テ

ム

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（h
ttp
:/
/
w
w
w
.e
-

上
水
道
の
指
定

工
事
店
を
追
加

水
道
部
は
、
次
の
と
お
り

上
水
道
指
定
工
事
店
を
追
加

し
ま
し
た
。

上
水
道
指
定
工
事
店
＝
▼

�
エ
コ
・
テ
ク
ノ
…
大
阪
府

枚
方
市
北
山
一
丁
目
５４
番
５０

号
（
�
０
７
２
・
８
５
７
・

７
６
２
３
）
▼
�
森
川
設
備

…
八
幡
市
八
幡
双
栗
４８
番
地

の
３０
（
�
０
７
５
・
９
８

７
月
に
第
２０
回
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
が
行
わ
れ

ま
す
。

参
議
院
は
、
全
国
の
区

域
を
単
位
と
し
て
政
党
な

ど
の
得
票
数
に
応
じ
て
議

席
を
割
り
当
て
る
比
例
代

表
選
挙
（
９６
議
席
）
と
、

各
都
道
府
県
の
区
域
を
単

位
と
し
て
代
表
者
を
選
ぶ

選
挙
区
選

挙
（
１
４

６
議
席
）

の
２
つ

の
選
挙
に
よ
り
、
２
４
２

人
の
議
員
が
選
ば
れ
ま

す
。議

員
の
任
期
は
６
年
で

す
が
、
３
年
ご
と
に
そ
の

半
数
が
改
選
さ
れ
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

１
回
の
選
挙
で
、
比
例
代

表
か
ら
４８
人
、
選
挙
区
か

ら
７３
人
の
合
わ
せ
て
１
２

１
人
の
議
員
を
選
ぶ
こ
と

に
な
り
ま
す
。

投
票
用
紙
は
２
種
類
。

比
例
代
表
選
挙
は
候
補
者

の
氏
名
ま
た
は
政
党
名
を

書
い
て
投
票
し
、
各
政
党

の
総
得
票
数
に
応
じ
て
議

席
を
比
例
配
分
し
候
補
者

ご
と
の
得

票
数
の
順

に
当
選
人

を
決
め
、

選
挙
区
選
挙
は
候
補
者
個

人
の
氏
名
を
書
い
て
投
票

し
投
票
数
の
上
位
か
ら
当

選
者
を
決
め
ま
す
。

参
議
院
選
挙
に
つ
い
て

シリーズ71

取り扱いには細心の注意を�取り扱いには細心の注意を�取り扱いには細心の注意を�

tax.nta.go.jp

）
や
ヘ
ル

プ
デ
ス
ク
（
�
０
５
７
０
・

申
告
申
告
・
納
税
が
ス
タ
ー
ト

納
税
が
ス
タ
ー
ト�

申
告
・
納
税
が
ス
タ
ー
ト�

で
危
険
物
施
設
へ
の
立
ち
入

り
検
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。

３
・
３
０
１
３
）
▼
�
小
川

電
気
商
会
…
京
田
辺
市
大
住

ケ
丘
二
丁
目
１５
番
地
１
（
�

６３
・
２
３
３
８
）

く
わ
し
く
は
、
水
道
部

（
�
６２
・
０
４
１
４
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

水
道
を
新
た
に
設
置
し
た

り
改
造
工
事
や
修
繕
、
ま
た

は
撤
去
工
事
を
す
る
こ
と
は

法
律
に
よ
り
、
上
水
道
指
定

工
事
店
で
な
け
れ
ば
で
き
ま

せ
ん
。

０１
・
５
９
０
１
、
土
・
日
曜

日
と
祝
日
を
除
く
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
合
せ
先
＝
宇
治

税
務
署（
�
４４
・
４
１
４
１
）

問
合
せ
先
＝
消
防
本
部

（
�
６３
・
１
１
２
５
）

ま
た
、
新
規
設
置
・
氏
名

な
ど
の
変
更
・
休
止
お
よ
び

廃
止
を
す
る
時
は
、
市
の
簡

易
専
用
水
道
管
理
運
営
指
導

要
綱
に
よ
り
、
市
へ
報
告
書

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。受

水
槽
の
設
置
者
の
み
な

さ
ん
、
今
一
度
、
受
水
槽
の

検
査
状
況
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
未
受
検
の
時
は
、
速

や
か
に
定
期
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

定
期
検
査
を
受
け
な
か
っ

た
時
は
、
罰
則
規
定
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

提
出
・
問
合
せ
先
＝
健
康

推
進
課（
�
６４
・
１
３
３
５
）

受
付
方
法
＝
先
着
順

受
付
先
＝
府
住
宅
供
給
公

社
所
得
制
限
な
ど
の
入
居
資

格
・
家
賃
の
減
額
制
度
が
あ

り
ま
す
。
た
だ
し
、
自
家
所

有
者
や
現
在
「
た
い
あ
っ
ぷ

住
宅
」
に
入
居
さ
れ
て
い
る

人
は
、
申
し
込
む
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

く
わ
し
く
は
、
府
住
宅
供

給
公
社
（
�
０
７
５
・
４
３

２
・
２
０
８
６
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。選

挙
の
し
く
み

府
が
家
賃
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

入 居 者
募 集 中

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

た
い
あ
っ
ぷ
住
宅

受
水
槽
の
定
期
検
査
お
忘
れ
な
く

汚
染
か
ら
飲
料
水
守
る

容量が10�を越える受水槽などは簡
易専用水道として水道法の規制を受
けます

事故のない安全で豊かな社会を築こう

6月の第2週は「危険物安全週間」

市
は
、
本
市
の
環
境
の
状

況
と
保
全
対
策
な
ど
を
取
り

ま
と
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
環
境
問
題
に
対
す
る
認
識

と
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
、
「
京
田
辺
市
の
環
境

（
平
成
１５
年
度
版
）」
を
発
行

し
ま
し
た
。

同
書
は
、
１３
年
度
版
の
発

行
か
ら
数
え
て
今
年
で
３
冊

目
。
本
市
の
環
境
に
関
す
る

最
新
デ
ー
タ
や
市
が
進
め
る

施
策
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
１５
年
度
版
に
は
１

月
下
旬
に
宮
津
地
区
の
小
・

中
学
生
の
協
力
を
得
て
野
間

池
周
辺
で
行
っ
た
自
然
観
察

会
の
結
果
や
、
市
民
の
み
な

さ
ん
や
市
内
の
事
業
所
な
ど

を
対
象
に
環
境
に
対
す
る
認

識
を
調
べ
る
た
め
に
行
っ
た

現
状
・
対
策
明
ら
か
に

最
新
デ
ー
タ
紹
介

出
張
ひ
だ
ま
り
の
会

日
時
＝
６
月
２２
日
�
午
後

１
時
３０
分
〜
３
時

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー対

象
＝
市
内
に
在
住
す
る

高
齢
者

参
加
費
＝
無
料

内
容
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

企
画
し
た
小
物
作
り

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会

福
祉
協
議
会
（
�
６２
・
２
２

２
２
）

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
集
計
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

本
書
は
中
央
図
書
館
で
閲

覧
で
き
る
ほ
か
、
生
活
環
境

課
で
希
望
さ
れ
る
人
に
無
料

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
生
活
環
境
課

（
�
６４
・
１
３
６
６
）

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H

「
京
田
辺
市
の
環
境
」

平成16年（2004年）6月1日 ＜ 2  ＞

電
話
番
号
ダ
イ
ヤ
ル

間
違
え
な
い
よ
う
に

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

近
ご
ろ
、
市
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
の
電
話
の
か
け
間
違

い
が
、
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
。同

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
す
る

時
は
、
正
確
に
ダ
イ
ヤ
ル
し

て
く
だ
さ
い
。

局
番
は
「
６５
」
番
で
す
の

で
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う

に
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。問

合
せ
先
＝
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
（
�
６５
・
４
０

２
０
）

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
額
は
、
２０
歳
か
ら

６０
歳
に
な
る
ま
で
の
４０
年
間

（
４
８
０
か
月
）
す
べ
て
の

保
険
料
を
納
め
た
時
の
額
を

基
本
に
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。し

た
が
っ
て
、
保
険
料
の

未
納
の
あ
っ
た
月
数
に
応
じ

て
受
給
額
が
減
額
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
を
一
定
期

間
以
上
納
め
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
、
老
齢
基
礎
年
金
・

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎

年
金
を
受
け
る
た
め
の
条
件

の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

未
納
な
ど
で
こ
の
条
件
を

満
た
し
て
い
な
い
と
、
年
金

を
受
け
ら
れ
な
い
時
が
あ
り

ま
す
。
保
険
料
は
、
２
年
を

市
は
、
国
民
年
金
保
険
の

平
成
１６
年
度
保
険
料
免
除
申

請
の
受
け
付
け
を
７
月
１
日

�
か
ら
始
め
ま
す
。
免
除
の

申
請
年
度
は
７
月
か
ら
１７
年

６
月
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

児
童
手
当
振
込
の
確
認

児
童
手
当
を
現
在
受
給
さ

れ
て
い
る
人
（
公
務
員
を
除

宇
治
税
務
署
と
山
城
地
区

各
市
町
（
京
田
辺
・
八
幡
・

久
御
山
・
井
手
・
宇
治
田

原
）
の
商
工
会
は
合
同
で
、

「
消
費
税
課
税
事
業
者
の
判

定
及
び
改
正
消
費
税
法
説
明

会
」
を
開
き
ま
す
。

市
は
、
こ
の
ほ
ど
平
成
９

年
か
ら
７
年
間
、
本
市
代
表

特
定
疾
患
医
療
の

受
給
者
票
の
更
新

府
は
、
特
定
疾
患
医
療
受

児
童
手
当
を
現
在
受
給
さ

れ
て
い
る
人
（
公
務
員
を
除

き
ま
す
）
は
、
６
月
中
に
児

童
手
当
現
況
届
を
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
受
給
さ
れ
て
い

る
人
の
前
年
所
得
や
、
養
育

市
は
、
生
涯
学
習
推
進
事
業
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
民
を
対
象
に
、
区
・
自
治
会

や
社
会
教
育
・
福
祉
活
動
を
行
っ
て
い
る
団

体
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
が
、
新
規
で
か
つ
継
続

で
き
る
講
演
会
・
講
習
会
・
学
習
会
な
ど
の

学
習
事
業
、
文
化
祭
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
映

画
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
交
流
事
業
の

経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

申
込
方
法
＝
社
会
教
育
課
に
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
６
月
３０
日
	

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会
教
育
課
（
�

６４
・
１
３
９
３
）

補
助
金
を
活
用
し
て
生
涯
学
習

補
助
金
を
活
用
し
て
生
涯
学
習�

補
助
金
を
活
用
し
て
生
涯
学
習�

改
正
改
正
に
伴
い
説
明
会

説
明
会
�

改
正
改
正
に
伴
い
説
明
会

説
明
会
�

改
正
に
伴
い
説
明
会
�

同
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ

平
成
１５
年
度
分
の
課
税
売
り

上
げ
が
１
千
万
円
を
超
え
る

人
は
、
１７
年
分
の
申
告
（
１８

年
２
〜
３
月
）
か
ら
同
法
の

課
税
事
業
者
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
こ
の
説
明
会
は

事
業
所
得
な
ど
の
あ
る
人
を

対
象
に
開
く
も
の
で
す
。

日
時
＝
６
月
２４
日
�
午
後

１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

場
所
＝
中
央
公
民
館

内
容
＝
▼
消
費
税
の
し
く

み
▼
消
費
税
法
の
改
正
内
容

▼
消
費
税
法
の
課
税
事
業
者

に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
チ

ェ
ッ
ク
方
法
▼
今
後
必
要
と

な
る
手
続
き
▼
届
出
書
の
書

年
金
は

年
金
は
４８０
か
月
で
満
額

か
月
で
満
額�
年
金
は
４８０
か
月
で
満
額�

経
過
す
る
と
時
効
に
よ
り
納

め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。経

済
的
な
理
由
で
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
時

は
、
保
険
料
の
免
除
制
度
・

学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
、
国
保
年
金
課
や

京
都
南
社
会
保
険
事
務
所
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
免
除
・
学
生
納
付

特
例
が
承
認
さ
れ
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
▼
国
保
年
金

課
（
�
６３
・
１
１
２
２
）
▼

京
都
南
社
会
保
険
事
務
所

（
�
０
７
５
・
６
４
３
・
３

５
４
１
）

す
。
承
認
の
期
間
は
、
申
請

の
あ
っ
た
月
の「
前
月
か
ら
」

と
な
り
ま
す
。
申
請
は
毎
年

必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

１５
年
度
に
承
認
を
受
け
た

人
は
、
１６
年
６
月
ま
で
承
認

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
京
都

南
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
送

ら
れ
て
い
る
免
除
申
請
承
認

通
知
書
を
確
認
の
上
、
７
月

か
ら
１６
年
度
の
申
請
を
行
っ

谷
さ
ん
に
感
謝
状

監
査
委
員
と
し
て
市
政
運
営

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
谷
勝

利
さ
ん
（
７２
歳
・
大
住
ケ
丘

四
丁
目
）
に
感
謝
状
を
贈
り

ま
し
た
。

５
月
１１
日
に
市
役
所
で
行

わ
れ
た
授
与
式
で
、
久
村
哲

市
長
は
「
本
市
発
展
の
た
め

谷　勝利さん

状
況
な
ど
を
市
へ
報
告
し
て

い
た
だ
く
大
切
な
届
け
で

す
。こ

の
届
け
の
提
出
が
な
い

時
は
、
６
月
か
ら
の
手
当
が

受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な

お
、
児
童
手
当
現
況
届
は
６

月
上
旬
に
市
か
ら
受
給
者
へ

送
付
し
ま
す
。

提
出
先
＝
児
童
福
祉
課

し
め
き
り
＝
６
月
３０
日
	

く
わ
し
く
は
、
児
童
福
祉

課
（
�
６４
・
１
３
７
７
）
へ

き
ま
す
）
は
、
６
月
期
分

（
２
〜
５
月
分
）
が
６
月
１０

日
�
〜
１４
日


に
振
り
込
ま

れ
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先
＝
児
童
福
祉
課

（
�
６４
・
１
３
７
７
）

現
況
届

現
況
届
は
６
月
中
月
中
に
�

現
況
届
は
６
月
中
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

き
方
な
ど

参
加
費
＝
無
料

持
ち
物
＝
▼
筆
記
用
具
▼

計
算
機
▼
印
章
（
各
種
届
出

書
を
提
出
す
る
人
）

１５
年
度
の
青
色
決
算
書
ま

た
は
収
支
内
訳
書
の
控
え
を

持
参
し
て
い
た
だ
く
と
説
明

が
わ
か
り
や
す
い
で
す
。

問
合
せ
先
＝
京
田
辺
市
商

工
会
（
�
６２
・
０
０
９
３
）

前
代
表
監
査
委
員

対象は新規で継続できる交流事業など

保
険
料
納
付
が
難
し
い
時
は
相
談
を

免
除
申
請
は
７
月
１
日
か
ら

受
付
は
市
役
所
な
ど
で

国民年金

未
提
出
時
は
児
童
手
当
受
給
で
き
ず

市
政
運
営
に
ご
尽
力

消
費
税
法

２４
日
に
中
央
公
民
館
で

府
視
覚
障
害
者
協
会
京
田

辺
支
部
は
、
市
か
ら
の
委
託

を
受
け
、
５
月
２５
日
に
「
料

理
教
室
」
を
開
き
ま
し
た
。

こ
の
日
の

メ
ニ
ュ
ー
は

「
か
や
く
ご

飯
」
と
「
と

り
の
サ
サ
ミ

入
り
の
野
菜

サ
ラ
ダ
」。

参
加
者

は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
助

け
を
得
な
が

ら
料
理
の

「
下
ご
し
ら

え
」
か
ら
チ

ャ
レ
ン
ジ
。

視
覚
障
害
者
を
対
象
に
料
理
教
室

「
か
や
く
ご
飯
」
に
挑
戦

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
免
除

申
請
は
、
随
時
受
け
付
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。

受
付
・
問
合
せ
先
＝
▼
国

保
年
金
課
（
�
６３
・
１
１
２

２
）
▼
京
都
南
社
会
保
険
事

務
所
（
�
０
７
５
・
６
４

３
・
３
５
４
１
）

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
こ
と

に
感
謝
し
ま
す
」
と
述
べ
、

谷
さ
ん
の
労
苦
を
ね
ぎ
ら
い

ま
し
た
。

給
者
票
を
持
っ
て
い
る
人
の

更
新
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

受
付
期
間
＝
６
月
１
日
�

〜
７
月
３０
日
�

受
付
場
所
＝
▼
山
城
北
保

健
所
▼
山
城
北
保
健
所
綴
喜

分
室申

請
方
法
＝
山
城
北
保
健

所
ま
た
は
山
城
北
保
健
所
綴

喜
分
室
に
備
え
付
け
の
申
請

書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、

診
断
書
と
税
額
証
明
書
と
一

緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

問
合
せ
先
＝
▼
山
城
北
保

健
所
（
�
２１
・
２
１
９
２
）

▼
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室

（
�
６３
・
５
７
４
５
）

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
の
中
、
旬
の
食
材
も
使

っ
て
楽
し
く
調
理
を
し
ま
し

た
。

料
理
の
下
ご
し
ら
え
を
す
る
参
加
者
の

み
な
さ
ん
（
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
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�
�

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

聴
課
（

聴
課
（
@
６４
・
１
３
２
０
）
へ

１
３
２
０
）
へ�

�

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

聴
課
（
@
６４
・
１
３
２
０
）
へ�

健
康
福
祉
・

食
生
活
部
会

日
時
＝
６
月
１９
日
�
午
後

１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

場
所
＝
中
央
公
民
館

内
容
＝
み
ん
な
で
楽
し
む

ゲ
ー
ム
〜
ス
カ
イ
ク
ロ
ス
・

ス
ロ
ー
イ
ン
グ
ビ
ン
ゴ
〜

運
動
の
で
き
る
服
装
で
自

由
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
京
田
辺
女
性

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
　
岩
本

（
�
０
９
０
・
７
８
７
８
・

５
９
０
２
）

女
声
コ
ー
ラ
ス

出
演
団
体
を
募
集

学
研
都
市
エ
リ
ア
の
８
市

町
で
活
動
す
る
「
け
い
は
ん

国
立
国
会
図
書
館

休
館
の
お
知
ら
せ

精
華
町
に
あ
る
国
立
国
会

図
書
館
関
西
館
は
、
シ
ス
テ

ム
改
修
の
た
め
、
臨
時
休
館

や
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
を
休
止

し
ま
す
。

臨
時
休
館
日
＝
６
月
２２
日

�
〜
２４
日
�

書
庫
に
あ
る
資
料
の
利
用

を
休
止
（
開
架
資
料
・
電
子

資
料
サ
ー
ビ
ス
の
み
）
＝
６

月
２１
日


・
２５
日
�
・
２６
日

�
、
９
月
２１
日
�
・
２２
日
	

く
わ
し
く
は
、
国
立
国
会

図
書
館
関
西
館
（
�
９８
・
１

２
２
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

植えてはいけない�
「けし」の特徴�

花の色は、白・赤・�
紫などいろいろある�

茎がしっか�
りかりして�
白っぽい緑�
色、毛はほ�
とんどない�

葉のフチ�
は切れ込�
みが浅い�

花のすぐ下に苞葉があるの�
が、ハカマオニゲシの特徴�

5月・6月は、不正�
大麻・けし撲滅運�
動の月間です。左�
のような「けし」�
を見かけたら、保�
健所までご連絡く�
ださい。�
問合せ先＝山城北�
保健所（�21－2191）�

葉の付け根が茎�
を抱き込んでいる�

「不正大麻」�
「けし」を撲滅しよう�

長年の功績をたたえ�長年の功績をたたえ�茶
を
愛
し
振
興
に
尽
力

現
在
も
府
茶
協
同
組
合
の

幹
事
と
府
茶
業
会
議
所
の
理

事
を
務
め
る
仲
井
さ
ん
は
、

茶
の
流
通
と
茶
業
の
振
興
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

「
生
産
業
と
販
売
業
を
あ

る
べ
き
方
向
へ
近
づ
け
る
た

め
小
さ
な
こ
と
か
ら
ひ
と
つ

ひ
と
つ
や
っ
て
き
た
」
と
振

り
返
る
仲
井
さ
ん
。
茶
業
界

の
た
め
に
役
立
ち
た
い
と
の

一
心
で
、
�
府
茶
取
引
安
定

基
金
協
会
の
設
立
や
、
茶
の

積
極
的
な
宣
伝
活
動
に
貢

献
。「
命
を
か
け
て
や
っ
た

こ
と
。
日
本
中
で
京
都
に
し

か
な
い
も
の
を
作
っ
た
と
自

負
し
て
い
る
」
と
力
強
く
語

ら
れ
ま
し
た
。

受
章
に
つ
い
て
は
、「
ま

わ
り
の
人
や
先
輩
・
後
輩
、

仲
間
の
協
力
が
あ
っ
て
こ

そ
。
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で

頂
い
た
章
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。お

茶
を
愛
し
茶
業
一
筋
の

仲
井
さ
ん
は
、
新
た
な
お
茶

職
域
毎
に
自
己
ベ
ス
ト

普
通
救
命
講
習
会

消
防
署
は
、
人
工
呼
吸
・

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
実
技
を

中
心
と
し
た
普
通
救
命
講
習

会
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
６
月
５
日
�
・
１３

日
�
午
前
９
時
〜
正
午

場
所
・
定
員
（
先
着

順
）
＝
▼
５
日
…
消
防
署
北

部
分
署
・
１０
人
▼
１３
日
…
消

防
署
・
２０
人

グ
ル
ー
プ
で
の
参
加
も
可

能
で
す
。

参
加
費
＝
無
料

し
め
き
り
＝
各
開
催
日
の

前
日申

込
・
問
合
せ
先
＝
▼
消

防
署
（
�
６３
・
１
１
２
５
）

▼
消
防
署
北
部
分
署
（
�

６５
・
０
１
１
９
）

思
い
出
に
残
っ
て
い
る
こ

と
は
、「
府
へ
の
赴
任
時
は
、

農
業
基
盤
整
備
が
全
国
水
準

で
ワ
ー
ス
ト
１０
の
状
況
。
退

職
ま
で
の
１０
年
間
に
全
国
平

均
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
」だ
そ
う
で
す
。

退
職
後
は
、
奥
さ
ん
と
国

内
外
へ
の
旅
行
と
パ
ソ
コ
ン

に
よ
る
写
真
編
集
や
お
孫
さ

ん
た
ち
と
の
メ
ー
ル
交
換
が

楽
し
み
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

り
下
げ
な
ど
の
治
水
事
業
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
府
議
会
議
員
時
代

は
国
道
３
０
７
号
整
備
や
山

城
大
橋
・
玉
水
橋
の
架
け
替

の
担
い
手
を
育
成
す
る
こ
と

に
も
情
熱
を
傾
け
て
お
ら
れ

ま
す
。

今
回
叙
勲
を
受
章
さ
れ
た

山
口
陽
通
さ
ん
と
岩
井
溢
さ

ん
の
お
二
人
は
、
ご
本
人
の

ご
都
合
に
よ
り
紹
介
は
控
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

え
や
Ｊ
Ｒ
京
田
辺
駅
の
整
備

な
ど
交
通
の
利
便
性
確
保
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

府
議
会
議
員
を
辞
さ
れ
て

か
ら
も
、
綴
喜
西
部
土
地
改

良
区
の
理
事
長
と
し
て
「
ま

ち
づ
く
り
は
水
の
管
理
か

ら
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
地
方

自
治
の
第
一
線
で
仕
事
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

な
女
声
コ
ー
ラ
ス
の
集
い
」

は
、
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

（
後
援
＝
市
な
ど
）
の
出
演

団
体
を
募
集
し
ま
す
。

開
催
日
＝
１１
月
７
日
�

会
場
＝
け
い
は
ん
な
プ
ラ

ザ
（
精
華
町
）

し
め
き
り
＝
６
月
１８
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
け
い

は
ん
な
女
声
コ
ー
ラ
ス
の
集

い
　
西
手
（
�
６３
・
０
１
９

９
）

総山信雄さん

春の叙勲・褒章

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

員
会
）
け
い
は
ん
な
夏

の
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン

サ
ー
ト
２
０
０
４
を
開

き
ま
す
。

２１
世
紀
の
ク
ラ
シ
ッ

ク
を
創
造
す
る
若
き
音

楽
家
が
出
演
し
ま
す
。

日
時
＝
７
月
３１
日
�

午
後
２
時
か
ら

場
所
＝
け
い
は
ん
な

プ
ラ
ザ
（
精
華
町
）

出
演
＝
▼
指
揮
…
阪

哲
朗
さ
ん
▼
チ
ェ
ロ
…

ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
直
樹

ヘ
ー
デ
ン
ボ
ル
ク
さ
ん

▼
演
奏
…
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
・
神
戸

曲
目
＝
ド
ヴ
ォ
ル
ジ

ャ
ー
ク
チ
ェ
ロ
協
奏
曲

第
２
番
ロ
短
調
、
チ
ャ

イ
コ
フ
ス
キ
ー
交
響
曲

第
４
番
ヘ
長
調
op
・
３６

入
場
料
＝
▼
前
売
券

…
一
般
３
千
５
０
０
円
、

学
生
２
千
円
、
学
生
１０

名
以
上
の
団
体
千
円
▼

当
日
券
…
４
千
円

入
場
券
販
売
＝
▼
け

い
は
ん
な
…
�
９５
・
５

１
１
５
▼
チ
ケ
ッ
ト
ぴ

あ
（
学
生
は
窓
口
の
み
）

…
�
０
５
７
０
・
０２
・

９
９
９
９
▼
ロ
ー
ソ
ン

チ
ケ
ッ
ト
（
一
般
の
み
）

…
�
０
５
７
０
・
００
・

０
９
０
５
、
Ｌ
コ
ー
ド

５
２
１
１
２

問
合
せ
先
＝
け
い
は

ん
な
夏
の
ク
ラ
シ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０
４

実
行
委
員
会
（
け
い
は

ん
な
内
、
�
９５
・
５
１

１
５
）

ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
直
樹
ヘ
ー
デ
ン
ボ
ル
ク
さ
ん

阪哲朗さん

若
手
音
楽
家
が
出
演

若
手
音
楽
家
が
出
演�

若
手
音
楽
家
が
出
演�

２
０
０
４
実
行
委
員
会

は
、（
主
催
＝
同
実
行
委

け
い
は
ん
な
夏
の
ク

ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

上
村
さ
ん
は
、
田
辺
町
議

会
議
員
・
京
都
府
議
会
議
員

と
し
て
３２
年
間
、
府
南
部
の

発
展
の
た
め
、
ご
活
躍
さ
れ

た
方
で
す
。「
こ
の
よ
う
な

章
を
い
た
だ
け
た
の
は
、
み

な
さ
ん
の
お
か
げ
。
感
謝
し

て
い
ま
す
」
と
受
章
の
感
想

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

町
議
会
議
員
の
在
任
中

は
、
議
会
議
長
を
歴
任
。
議

会
の
代
表
と
し
て
、
ま
た
ま

と
め
役
と
し
て
、
さ
ら
に
町

の
懸
案
で
あ
っ
た
し
尿
処
理

施
設
の
建
設
や
防
賀
川
の
切

近
畿
農
政
局
や
京
都
府
な

ど
で
の
功
績
で
今
回
受
章
さ

れ
た
総
山
さ
ん
。「
与
え
ら

れ
た
職
域
毎
に
自
己
ベ
ス
ト

を
尽
く
す
」
を
信
条
に
、
本

市
の
関
係
で
は
「
竹
ノ
脇
池

改
修
」「
普
賢
寺
ほ
場
整
備
」

「
甘
南
備
山
整
備
」
な
ど
に

尽
力
。
ま
た
、
府
内
産
の
農

林
水
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
づ
く

り
に
も
貢
献
さ
れ
、
現
在
の

「
ブ
ラ
ン
ド
京
野
菜
」
の
基

礎
を
築
か
れ
た
方
で
す
。

「
一
緒
に
汗
を
か
い
て
き

た
同
僚
や
先
輩
・
後
輩
の
協

力
が
な
け
れ
ば
頂
け
な
か
っ

た
も
の
。名
誉
な
こ
と
で
す
」

と
語
ら
れ
ま
し
た
。

け
い
は
ん
な
夏
の

ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

７
月
３１
日

仲井滋さん

上村卓男さん

＜ 4  ＞

市
は
み
な
さ
ん
の
生
活
の

一
助
と
し
て
消
費
生
活
に
関

す
る
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
つ

い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、「
高
齢
者
を
狙
っ
た

契
約
」
に
つ
い
て
で
す
。

『
１
人
暮
ら
し
の
８３
歳
の

Ａ
さ
ん
宅
に
一
昨
年
、「
瓦

が
だ
い
ぶ
傷
ん
で
い
ま
す

ね
」
と
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
訪

れ
、
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
に
瓦

の
ふ
き
替
え
を
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
代
金
は
６
０
０
万

円
で
し
た
。
ま
た
、
半
年
す

ぎ
た
こ
ろ
Ａ
さ
ん
宅
に
「
水

質
の
検
査
に
来
ま
し
た
」
と

若
い
男
性
が
訪
問
。
コ
ッ
プ

に
水
と
試
薬
を
入
れ
て
、
見

る
見
る
青
く
な
っ
た
水
を
見

せ
「
こ
れ
は
大
変
、
早
く
こ

巧
み
に
商
品
勧
め
る

巧
み
に
商
品
勧
め
る�
巧
み
に
商
品
勧
め
る

巧
み
に
商
品
勧
め
る�
巧
み
に
商
品
勧
め
る�

巧
み
に
商
品
勧
め
る�

の
浄
水
器
を
つ
け
な
い
と
体

に
悪
い
で
す
」
と
台
所
と
風

呂
場
に
取
り
付
け
、
８０
万
円

を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
４
〜
５
か
月

後
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
友
人

を
連
れ
て
訪
問
し
、
体
に
良

い
と
い
う
電
気
治
療
布
団
を

勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
Ａ
さ
ん

は
断
り
ま
し
た
。
若
い
セ
ー

ル
ス
マ
ン
は
、
自
分
は
親
に

早
く
死
に
別
れ
、
あ
な
た
を

親
の
よ
う
に
思
う
な
ど
、
身

の
上
話
を
始
め
ら
れ
困
り
は

て
て
買
う
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
よ

く
考
え
る
と
高
額
で
あ
り
、

解
約
し
た
い
』
と
の
相
談
が

「
思
い
が
け
な
い
こ
と
で

戸
惑
っ
て
い
ま
す
。
何
よ
り

母
親
が
喜
ん
で
く
れ
た
の
が

う
れ
し
い
。
親
孝
行
が
で
き

ま
し
た
」
と
受
章
の
感
想
を

語
る
出
7
さ
ん
は
、
昭
和
５７

年
か
ら
京
都
家
庭
裁
判
所
で

調
停
委
員
を
務
め
て
こ
ら
れ

た
方
で
す
。

印
象
に
残
っ
て
い
る
の

よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
加
齢
に
伴
い
判

断
力
の
低
下
し
た
高
齢
者
を

狙
い
、
巧
み
な
話
術
や
強
引

な
手
口
で
商
品
を
勧
め
、
一

つ
の
契
約
を
き
っ
か
け
に

次
々
と
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
の

契
約
を
さ
せ
ら
れ
る
「
次
々

販
売
」
と
い
う
も
の
で
す
。

対
応
と
し
て
は
、
必
要
の

ゆ
ず
り
ま
す

ワ
ー
プ
ロ
（
無
料
）

受
付
開
始
日
時
＝
６
月
７

日


午
前
８
時
３０
分
か
ら

申
込
・
問
合
せ
先
＝
産
業

振
興
課（
�
６４
・
１
３
６
０
）

府
南
部
の
発
展
に
活
躍

自
分
の
勉
強
に
な
っ
た

は
、
調
停
が
円
満
に
ま
と
ま

り
、
当
事
者
が
そ
ろ
っ
て
あ

り
が
と
う
と
お
礼
を
言
い
に

来
て
く
れ
た
こ
と
。

こ
れ
ま
で
務
め
て
き
た
２２

年
間
を
振
り
返
り
、「
調
停

委
員
を
長
く
や
っ
て
よ
か
っ

た
。
本
当
に
自
分
自
身
の
勉

強
に
な
り
ま
し
た
」
と
も
笑

顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

趣
味
は
旅
行
を
し
た
り
、

編
み
物
や
洋
裁
な
ど
と
活
動

的
な
出
7
さ
ん
。
同
級
生
で

集
ま
っ
て
洋
裁
を
す
る
の
が

楽
し
み
だ
そ
う
で
す
が
、
忙

し
さ
の
あ
ま
り
、
な
か
な
か

顔
を
出
せ
な
い
と
の
こ
と
。

「
定
年
ま
で
残
り
２
年
間

が
ん
ば
り
た
い
」
と
今
後
の

抱
負
も
語
ら
れ
ま
し
た
。

行　　　政�
トピックス�

社会体育�
協　　会�

野外活動�
センター�

学研都市�

図 書 館 �

消防団�

福　祉�

国　保� 年　金�

保　健� 税� 相 　 談 �統　計�

消　防消　防�e t c .

中　央�
公民館�

田　辺�
児童館�

中　央�
体育館�

耳より�
情　報�

文　化�
協　会�

募　集�
します�

国保年金�

とうちく�

消費生活�
メ　　モ�

田辺公園�
プ ー ル�

社会福祉�
協 議 会�

リユース�
情　報�

水　道�下水道�

消　防�

国　際�
交　流�

せせらぎ� 常磐苑�
普賢寺�
児童館� 警 　 察 �観光協会�

な
い
場
合
は
、
は
っ
き
り
断

る
こ
と
。
不
安
な
場
合
は
、

契
約
す
る
前
に
家
族
や
信
頼

で
き
る
人
に
相
談
す
る
こ

と
。
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
な
ど

無
条
件
で
解
約
で
き
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
も
し
契

約
し
て
し
ま
っ
て
も
早
く
相

談
す
る
こ
と
で
す
。

加
齢
や
精
神
上
の
障
害
に

よ
っ
て
判
断
が
不
十
分
に
な

っ
て
き
た
人
に
は
、
成
年
後

見
制
度
を
活
用
す
る
方
法
も

あ
り
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
の
相
談

は
、
京
都
弁
護
士
会
の
「
高

齢
者
・
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
」、
京
都
司
法
書
士
会

「
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
」
が

相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま

信
頼
で
き
る
人
に
相
談
を

す
。困

っ
た
時
に
は
、
早
め
に

消
費
生
活
相
談
窓
口
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
毎
週
水
・
金
曜
日

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

場
所
＝
市
役
所
３
０
６
号

会
議
室

く
わ
し
く
は
、
産
業
振
興

課
（
�
６４
・
１
３
６
０
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

春
の
叙
勲
・
褒
章
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
市
内
か
ら
は
５
人

の
方
が
叙
勲
を
、
１
人
の
方
が
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
上
村

卓
男
さ
ん
（
東
古
森
・
７９
歳
）
は
旭
日
小
綬
章
、
仲
井
滋
さ
ん

（
東
西
神
屋
・
７０
歳
）
は
旭
日
双
光
章
、
総
山
信
雄
さ
ん
（
田
辺
南

里
・
７３
歳
）
と
山
口
陽
通
さ
ん
（
山
手
東
１
丁
目
・
７２
歳
）
は
瑞

宝
小
綬
章
を
、
そ
し
て
岩
井
溢
さ
ん
（
大
住
ケ
丘
２
丁
目
・
８１
歳
）

は
瑞
宝
単
光
章
を
そ
れ
ぞ
れ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
出
E
佳

子
さ
ん
（
松
井
ケ
丘
３
丁
目
・
７０
歳
）
は
藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。
栄
え
あ
る
受
章
の
喜
び
の
言
葉
を
伺
い
ま
し
た
。

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

市から６人が受章

高齢者狙い

次
々
販
売

は
っ
き
り
断
り
ま
し
ょ
う

困った時は消費生活相談へお越しください

出1佳子さん
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中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

中央図書館�

中央図書館北部分室�

中央図書館�

新しい本の紹介�

�65－2500　�65－1222

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

おはなし会
�6月5日�…さやえんどうじいさん�12
日�…かにかにこそこそ�16日	…おしゃ
れなおたまじゃくし�19日�…いい夢とつ

まらない旅�23日
	…どっこいしょ
だんご�26日�…
クルミ割りのケイ
ト�7月3日�…金
のとさかのおんど
りと魔法のひきう
す

時間＝�16日…午後4時～4時30分�23
日・土曜日…午後3時～3時30分
話し手＝�16日…図書館職員�23日…京
田辺語り手の会�土曜日…図書館サークル
のいろりの会

6月のギャラリー
�「“わ”の絵てがみクラブ　合同
展」：片岡昭二＝2日	～6日��「楽篆会
篆刻展」：斉藤元二＝8日�～13日��
「十彩の会　油絵展」：中西政江＝15日�
～20日��「トールペインティング　ワイ
ズ作品展」：吉川紗知子＝22日�～27日�。
ただし、25日は除きます�「人形劇団ぷく
ぷく　はじめての作品展」：太田恵美＝6
月29日�～7月4日�

中央図書館�

中央図書館北部分室中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館北部分室�
北部住民センター内�

�63－0499　�63－7956

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

おはなし会
�6月5日�…きかんしゃやえもん�12日
�…マメ子と魔物�19日�…聖ヨハネ祭の
おはなし�23日	…だいふくもち�26日�
…2ひきのこぐまがたびにでた�7月3日�
…水さがし
時間＝�水曜日…午
後4時～4時30分�土
曜日…午前11時～11
時30分
話し手＝�水曜日…
図書館職員�土曜日
…図書館サークルの
おはなしバスケット

中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館中部分室中央図書館中部分室�中央図書館中部分室�
中部住民センター内�

�64－8833　�64－8820

新
し
い
本
の
紹
介�

おはなし会
6月9日	午後4時～4時30分…よくばりす
ぎたねこ
話し手＝図書館職員

①6月7日��
13：45～15：30�

保健センター（予約制）�
②6月16日��
13：30～15：00�
中部住民センター�
③6月17日��
13：30～15：00�
一休ケ丘公民館�

�
�
医師・保健師による相
談�

府田辺地
域総務室�
�62-0173

田辺�
児童館�
�63-1081

普賢寺�
児童館�
�65-0153

児童�
福祉課�
�64-1376

地域子育て�
支援センター�
�62-0468

府民無料�
法律相談�

市民無料�
法律相談�

18歳未満の子どものこ
とについて、気にかか
ることなど�

家でできる訓練の方法
や、内容について�
（来所も可）�

妊婦・乳幼児の相談、�
赤ちゃんサロン併設�

弁護士による相談�
�6月18日�7月1日から電話予
約受付（土・日・祝日を除く）�

保健師・栄養士による
相談（予約制）�

弁護士による相談�
6月18日電話予約受付�

6月8日��
9：00～11：00�

保健センター（�63-2662）�

6月3日��
9：00～11：00�
保健センター�

毎週月曜日�
9：00～11：00�
保健センター�

6月21日��
13：30～16：30�
府田辺地域総務室�

�7月7日� �7月21日��
13：30～16：30�
市役所市民相談室�

毎週月～金曜日�
13：30～15：30�
田辺児童館�

毎週月曜日�
9：00～12：00・13：00～16：30�

普賢寺児童館�

毎週月～金曜日�
9：00～12：00・13：00～16：30�

児童福祉課�

電話相談　毎週月～金曜日�
来所相談　毎週月曜日�
9：00～16：00

発達相談�

育児相談�

家庭児童�
相談室�

すくすく�
子育て�
相談�

リハビリ�
相談�

京都�
弁護士会�
�075-231-2378

毎週木曜日�
13：00～17：00�
CIKビル（新田辺駅西）�

相談内容�
なやみごと�
（人権・行政）�
相談�

相談名�

妊婦�
乳幼児�
相談�

日時・場所� 問合せ先�

人権擁護委員・行政相
談委員による相談�

6月9日�　市役所会議室 
23日�北部住民センター
13：30～16：00 人権�

啓発課�
�62-4343

健康�
推進課�
�64-1334�
�64-1335

弁護士による有料の法
律相談（予約制・40分
5,250円）�

在宅介護に関する各種
相談、アドバイス�

6月16日��
10：00～11：30�

老人福祉センター常磐苑�

在宅介護�
支援相談�

高齢�
介護課�
�64-1373

乳幼児のことについ
て、気にかかることな
ど�

こころの健康に不安やお
困りの市民・家族など（専
門医による相談・予約制）�

6月8日��
13：45～15：30�
保健センター�

こころの
健康相談�

※相談日が祝日の時は、相談開催日を変更する場合が�
　ありますので各担当へお問い合わせください�

弁護士に
よる無料�
法律相談�

土曜日�
なんでも�
相談�

地域福祉�
権利擁護�
相談�

生活�
なんでも�
相談�

心配ごと�
出張相談�

心配ごと�
相談�

ふれあい�
相談室�

女性の�
相談室�

教育相談�

相談名�

法律問題全般�
6月1日から予約受付�

日常生活全般につい
て、どんなことでもお
気軽に（予約制）�

高齢者・障害者など対象
に福祉サービスの契約な
ど生活支援について�

登記・相続・離婚問題
など（予約制）�

毎日の生活で心配なこ
と、わからないことに
ついて（日常生活全般
について）�

ひとりで悩まずどんな
ことでもご相談を�
電話・FAX・来所可�

女性による女性のため
のカウンセリング　
（予約制）�

くらしの中で購入する
物やサービスについて
の相談�

登校しぶりや不登校の
問題、学習の遅れなど
（予約制）�

相談内容�

6月25日��
13：30～16：00�
社会福祉センター�

6月4日��
13：30～16：00�
社会福祉センター�

6月21日��
13：30～16：00�
薪公民館�

毎週月～金曜日�
9：00～16：00�
社会福祉センター�

12：30～16：30�
●1日�      桃園小学校�
　　　　　 �63-6335�
●3日�      大住小学校�
　　　　　 �62-0046�
                   田辺小学校�
　　　　　 �62-0044�
●15日�    薪小学校　　
　　　　     �63-2000�
●17日�    松井ケ丘小学校�
　　　　　 �62-8888�
                 三山木小学校        �
                   �62-1055　�
　　　       草内小学校　�
　　             �62-0054�
●24日�    田辺東小学校�
                 �62-4348

毎週水・金曜日�
13：30～16：00�
市役所306会議室�

日時・場所�

各学校�
�

電話による�
教育相談は�
学校教育課�
�63-4488

産業�
振興課�
�64-1360

問合せ先�

社会福祉�
協議会�
�62-5447�
�65-4962

6月10日��
13：30～16：00�
社会福祉センター�

南部�
法律相談
センター�

司法書士�
法律相談�

消費生活�
相談�

6月30日��
13：30～16：00�

老人福祉センター常磐苑�

6月19日��
10：00～12：00�
社会福祉センター�

政策�
推進課�
�64-1309

6月3日�・17日�・7月1日��
13：30～16：30�
市役所会議室�

6月4日�・15日�・25日�
13：30～16：00�
社会福祉センター�

一般�
健康相談�
（ 一 般
成 人 を
対象）�

�

日にち�種別� 対　　　象�

受付時間＝13：30～14：30�
場所＝保健センター　　　�
問合せ先＝健康推進課（�64-1334）�

予防接種の日程�

愛の献血�
6月23日��

10：30～12：00　13：30～15：30　�
保健センター�

三種混合�

6月21日
�
6月2日	�8月生まれおよび申込者�

生後6～18か月の乳幼児で�

9月生まれおよび申込者�

ツベルク
リン反応�6月14日
�

15年12月生まれ・16年1月生まれ�
および申込者�

※2日後の判定・ＢＣＧに来てください�

判定・�
ＢＣＧ�6月16日	�

6月14日にツ反を�
受けた人のみ対象�

水道週間水道週間水道週間水道週間

６
月
１
日
〜
７
日�

「
安
心
の�

　
　
笑
顔
広
が
る�

　
　
　
　 

水
道
水
」�

6月の映画会
今月は黒澤明監督作品の映画特集です。
�5日…八月の狂詩曲�12日…まあだだ
よ�19日…羅生門�26日…夢
いずれも土曜日の午前10時30分から
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自転車には鍵を忘れずにかけましょう�田辺警察署  TEL 63-0110

車道の左端を走る

夜間はライトON!

自転車は車道の左端を一列�
で走らなければなりません。�

自転車事故の多くは�
出合い頭事故です。�
交差点では�
止まって安全確認を�
しましょう。�

傘さし運転はバランスを�
崩しやすく、危険です。�
雨の日は合羽を着用�
しましょう。�

自分は相手が見えてい�
ても、相手から見えて�
いるとは限りません。�
夜間はライトを�
つけましょう。�

この標識があれば歩道�
を通れます。ただし、�
歩行者の通行を妨げな�
いようにしましょう。�

自転車の交通ルール�自転車の交通ルール�

交差点では一時停止

知っていますか？�

雨の日は合羽着用

市
と
井
手
・
宇
治
田
原
両

町
の
社
会
体
育
協
会
な
ど

は
、
綴
喜
陸
上
競
技
大
会
を

開
き
ま
す
。
住
民
相
互
の
親

睦
と
交
流
を
深
め
広
域
的
な

ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
め
ざ
し
た

同
大
会
へ
の
み
な
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
＝
７
月
４
日
�
午
前

１０
時
か
ら

場
所
＝
山
城
総
合
運
動
公

園
陸
上
競
技
場
（
宇
治
市
）

参
加
資
格
＝
京
田
辺
市
、

井
手
・
宇
治
田
原
両
町
内
に

在
住
・
通
勤
・
通
学
す
る
小

学
１
年
生
以
上
の
人

参
加
費
＝
▼
１６
歳
以
上
…

３
０
０
円
▼
中
学
生
…
１
０

０
円
▼
小
学
生
…
無
料

申
込
方
法
＝
在
住
・
通

勤
・
通
学
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の

市
町
の
社
会
体
育
協
会
事
務

局
へ
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
小
・
中
学
生

種　目� 部　　　　　門�

種　目� 部　　　　　門�

1500�走女子・男子��中学生�16～34歳�35歳以上�

100�走女子・男子��小学5・6年生�中学生�16～34歳�35歳以上�

50�走女子・男子��小学1～4年生�16～34歳�35歳以上�

400�走女子・男子��中学生�16～34歳�35歳以上�

3000�走女子・男子��中学生�16～34歳�35歳以上�

中学生リレー女子・男子� 中学生4人（4×100�）�

小学生リレー女子・男子� 小学5・6年生4人（4×100�）�

400�リレー女子・男子� 16歳以上 4人＜知事杯争奪＞（4×100�）�

砲丸投げ男子・女子��中学生�16～34歳�35歳以上�

走り幅跳び男子・女子��小学4～6年生�中学生�16～34歳�35歳以上�

走り高跳び男子・女子��小学5・6年生�中学生�16～34歳�35歳以上�

■トラック競技�

■フィールド競技�

綴喜陸上競技大会　競技種目�

吟
と
舞
の
集
い

鑑
賞
し
ま
せ
ん
か

文
化
協
会
所
属
の
「
日
本

吟
道
総
連
盟
」
は
、
吟
と
舞

の
集
い
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
６
月
２０
日
�
午
前

１０
時
か
ら

場
所
＝
商
工
会
館

参
加
費
＝
無
料

問
合
せ
先
＝
文
化
協
会
日

本
吟
道
総
連
盟
　
衣
川
（
�

６２
・
６
６
８
６
）

花
の
彩
り
楽
し
む

い
け
ば
な
協
会
展

い
け
ば
な
協
会
は
、
協
会

展
（
後
援
＝
教
育
委
員
会
）

を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
▼
６
月
５
日
�
午

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D

目
的
に
合
わ
せ
た

運
動
メ
ニ
ュ
ー
提
供

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ

て
あ
な
た
の
体
力
を
総
合
的

に
測
定
し
、
目
的
に
合
わ
せ

た
効
果
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

メ
ニ
ュ
ー
を
専
門
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
が
提
供
し
ま
す
。

開
催
日
＝
６
月
５
日
�
・

７
日


・
１４
日


・
１９
日

�
・
２１
日


・
２６
日
�

時
間
＝
午
前
１０
時
〜
正
午

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館

対
象
＝
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
使
用
承
認
証
を
お
持

ち
の
人

定
員
＝
１
時
間
に
２
人
の

割
合

利
用
料
＝
１
回
５
０
０
円

（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使

用
料
は
別
に
３
０
０
円
必
要

で
す
）

申
込
方
法
＝
希
望
日
の
前

日
午
後
５
時
ま
で
に
、
田
辺

中
央
体
育
館
へ
電
話
ま
た
は

中
央
公
民
館
で

子
ど
も
放
送
局

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念

青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、

衛
星
通
信
を
利
用
し
た
教
育

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
る
子
ど
も
向
け
の
番
組

「
子
ど
も
放
送
局
」
を
放
映

し
て
い
ま
す
。
市
内
で
は
中

央
公
民
館
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

内
容
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
活
躍
し
た
ス
ポ
ー
ツ
選
手

が
出
演
す
る
番
組
や
放
送
を

見
な
が
ら
一
緒
に
で
き
る
も

の
づ
く
り
教
室
、
全
国
各
地

で
行
わ
れ
て
い
る
子
ど
も
の

活
動
の
紹
介
な
ど
で
す
。

放
映
日
＝
毎
週
土
曜
日

（
た
だ
し
、
第
５
週
目
を
除

き
ま
す
）

放
映
時
間
＝
午
前
１０
時
３０

分
〜
正
午

６
月
の
放
送
予
定
＝
▼
５

日
…
体
験
な
る
ほ
ど
大
発

見
！
・
受
信
会
場
だ
よ
り
な

ど
▼
１２
日
…
探
査
・
神
秘
の

直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝
田
辺

広
域
的
な
ス
ポ
ー
ツ
振
興

広
域
的
な
ス
ポ
ー
ツ
振
興�
広
域
的
な
ス
ポ
ー
ツ
振
興�

は
通
学
す
る
学
校
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
６
月
１８
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
京
田

辺
市
社
会
体
育
協
会
事
務
局

（
田
辺
中
央
体
育
館
内
、
�

６２
・
１
５
０
１
、
�
６２
・
１

５
３
４
）

エ
ア
ロ
バ
イ
ク
な
ど
で
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
合
わ
せ
た

効
果
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
ま
す
（
中
央
体
育
館
）

温
か
い
和
み
の

絵
て
が
み
展
開
く

文
化
協
会
所
属
の
『「
わ
」

の
絵
て
が
み
ク
ラ
ブ
』
は
、

グ
ル
ー
プ
会
の
合
同
展
を
開

き
ま
す
。

期
間
＝
６
月
２
日
	
〜
６

日
�時

間
＝
午
前
１０
時
〜
午
後

５
時場

所
＝
中
央
図
書
館
ギ
ャ

ラ
リ
ー
「
か
ん
な
び
」

問
合
せ
先
＝
文
化
協
会

「
わ
」
の
絵
て
が
み
ク
ラ
ブ

片
岡
（
�
６４
・
０
５
０
８
）

前
９
時
３０
分
〜
午
後
５
時
▼

６
日
�
午
前
９
時
３０
分
〜
午

後
４
時
３０
分

場
所
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル

問
合
せ
先
＝
い
け
ば
な
協

会
会
長
　
喜
多
（
�
６２
・
０

９
６
３
）

深
海
６
５
０
０
メ
ー
ト
ル
に

潜
る
▼
１９
日
…
テ
ン
ト
ウ
ム

シ
と
秋
冬
の
昆
虫
た
ち
・
本

と
あ
そ
ぼ
う
！
な
ど
▼
２６
日

…
牛
乳
パ
ッ
ク
で
か
ら
く
り

紙
芝
居
を
つ
く
ろ
う
！

問
合
せ
先
＝
▼
社
会
教
育

課
（
�
６４
・
１
３
９
３
）
▼

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青

少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.kodom

o
.nyc.go.jp

）

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

さわやかな汗を流そう
市民総体の参加者を募集します

綴
喜
陸
上
競
技
大
会
開
き
ま
す

７
月
４
日

中
央
体
育
館
（
�
６２
・
１
５

０
１
）

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

FFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFF

FFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFF

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
部
】

日
時
＝
６
月
２７
日
�
午

前
９
時
か
ら

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育

館
内
容
＝
男
子
・
女
子
各

ダ
ブ
ル
ス
の
部

参
加
資
格
＝
市
内
に
在

住
・
通
勤
・
通
学
す
る
中
学

生
以
上
の
人

参
加
費
（
１
組
）
＝
千

円
し
め
き
り
＝
６
月
１１
日

�【
空
手
道
の
部
】

日
時
＝
７
月
１８
日
�
午

前
９
時
か
ら

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育

館
内
容
＝
形
・
組
手

部
門
＝
▼
幼
児
の
部
▼

小
学
生
の
部
▼
中
学
生
の
部

参
加
資
格
＝
市
内
に
在

住
・
通
勤
・
通
学
す
る
幼
稚

園
児
以
上
の
経
験
者

参
加
費
（
１
種
目
）
＝

▼
社
会
体
育
協
会
空
手
道
部

所
属
の
人
…
千
円
▼
社
会
体

育
協
会
空
手
道
部
に
所
属
し

て
い
な
い
人
…
２
千
円

し
め
き
り
＝
６
月
７
日


【
申
込
方
法
】

田
辺
中
央
体
育
館
に
備

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
書
い
て
、
社
会
体
育
協

会
事
務
局
へ
持
参
・
郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
の
い
ず
れ
か
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

社
会
体
育
協
会
事
務
局

（
〒
６
１
０
・
０
３
３
１
京

田
辺
市
田
辺
丸
山
１９
、
田
辺

中
央
体
育
館
内
、
�
６２
・
１

５
０
１
、�
６２
・
１
５
３
４
）
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京
た
な
べ
男
女
共
同
参
画

週
間
実
行
委
員
会
は
、「
今
、

市
は
、
京
た
な
べ
男
女
共

同
参
画
週
間
（
６
月
２３
日
	

同
志
社
大
学
言
語
文
化
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
６
月

２１
日


か
ら
２５
日
�
ま
で
、

同
大
学
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス

で
外
国
文
化
週
間
『
異
文
化

の
中
の
「
ニ
ッ
ポ
ン
」』
を

開
き
ま
す
。

【
講
演
Ⅰ
】

日
時
＝
６
月
２１
日


午
後

１
時
１５
分
か
ら

テ
ー
マ
＝
「
ロ
シ
ア
の
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
監
督
ユ
ー

女�

共�

同�

参�

画�

週�

間�

男�

女�

共�

同�

参�

画�

週�

間�

男�

京�

た�

な�

べ�

京�

た�

な�

べ�

６
月
２３
日
�
か
ら
２９
日
�
ま
で
は
、「
京
た
な
べ
男
女
共
同
参
画
週
間
」

で
す
。
期
間
中
、
男
女
が
互
い
に
尊
重
し
合
い
、
性
別
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
そ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
豊
か
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

い
き
い
き
し
て
い
ま
す
か
？

共
に
支
え
合
っ
て
い
き
ま
し

地
学
連
携
へ
意
見
交
換

ょ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
「
ふ

れ
あ
い
　
夢
　
フ
ェ
ス
タ
」

を
開
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
６
月
２３
日
	
か

ら
始
ま
る
「
京
た
な
べ
男
女

共
同
参
画
週
間
」
の
啓
発
と

セ
ク
ハ
ラ
と
は
何
か

〜
２９
日
�
）
事
業
と
し
て
、

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
研

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
向
け
、
女
性
問
題
に
対
す

る
関
心
と
理
解
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
行
う
も
の
で
す
。

日
時
＝
６
月
２６
日
�
午
前

１０
時
〜
午
後
４
時

場
所
＝
中
央
公
民
館

内
容
＝
▼
講
演
会
▼
舞
台

発
表
▼
体
験
コ
ー
ナ
ー
▼
模

擬
店
な
ど

ま
た
、
６
月
２３
日
	
か
ら

２９
日
�
ま
で
、
市
役
所
・
中

央
図
書
館
・
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
常
磐
苑
・
商
工
会
館
・

中
央
公
民
館
で
女
性
団
体
の

活
動
や
パ
ネ
ル
展
も
開
き
ま

す
。く

わ
し
く
は
、
京
た
な
べ

リ
ー
・
ノ
ル
シ
ュ
テ
イ
ン
と

日
本
文
化
」

講
師
＝
翻
訳
家
の
児
島
宏

子
さ
ん

会
場
＝
恵
道
館
１
０
６
教

室【
映
画
】

開
催
日
＝
６
月
２２
日
�

上
映
時
間
＝
▼
午
後
０
時

４５
分
か
ら
▼
午
後
４
時
４５
分

か
らタ

イ
ト
ル
＝
「
ラ
イ
ジ
ン

グ
・
サ
ン
」

会
場
＝
多
目
的
ホ
ー
ル

【
講
演
Ⅱ
】

日
時
＝
６
月
２４
日
�
午
後

１
時
１５
分
か
ら

テ
ー
マ
＝
「
無
法
松
、
ア

マ
テ
ラ
ス
＆
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ

の
サ
ム
ラ
イ
た
ち
―
和
太
鼓

に
見
る
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の

ニ
ッ
ポ
ン
文
化
」

講
師
＝
同
志
社
大
学
助
教

授
の
和
泉
真
澄
さ
ん

会
場
＝
恵
道
館
１
０
６
教

室【
舞
「
鳥
の
歌
」
―
日
本

舞
踊
と
講
演
】

日
時
＝
６
月
２５
日
�
午
後

５
時
３０
分
か
ら

テ
ー
マ
＝
「『
日
本
』
と

『
外
国
』
の
狭
間
で
―
日
本

舞
踊
家
・
西
川
千
麗
の
創
作

活
動
」

講
師
＝
日
本
舞
踊
家
の
西

川
千
麗
さ
ん

会
場
＝
多
目
的
ホ
ー
ル

【
参
加
費
】

無
料

【
問
合
せ
先
】

同
志
社
大
学
言
語
文
化
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
（
�
６５
・

７
０
７
０
）

場
所
＝
中
央
公
民
館

講
演
者
＝
関
西
テ
レ
ビ
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
山
本
浩
之
さ

ん
テ
ー
マ
＝
「
い
つ
で
も
笑

み
を
」

参
加
費
＝
無
料

問
合
せ
先
＝
京
た
な
べ
男

女
共
同
参
画
週
間
実
行
委
員

会
事
務
局（
政
策
推
進
課
内
、

�
６４
・
１
３
１
０
）

修
会
（
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
）
を

開
き
ま
す
。

日
時
＝
６
月
２９
日
�
午
前

１０
時
〜
正
午

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー講

師
＝
メ
ン
ズ
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
長
の
中
村
彰
さ
ん

参
加
費
＝
無
料

問
合
せ
先
＝
政
策
推
進
課

（
�
６４
・
１
３
１
０
）

同
大
で
外
国
文
化
週
間

地
域
と
同
志
社
大
学
と
の

連
携
を
考
え
る
「
ま
ち
づ
く

り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
５
月

７
日
に
同
大
学
京
田
辺
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
か
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
同
志
社
大
学

リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
の
和
田

元
所
長
が
「
地
学
連
携
は
ま

ず
市
民
と
学
生
、
大
学
が
気

軽
に
手
に
手
を
携
え
て
い
い

関
係
を
つ
く
る
こ
と
。
そ
の

活
動
の
結
果
と
し
て
地
域
貢

献
で
き
る
の
で
は
」
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
岡
本
仁
本
市
助
役

は
「
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
は
同
志
社
を
抜
き
に
は
考

え
ら
れ
な
い
。
同
志
社
と
の

連
携
に
よ
り
魅
力
あ
る
活
気

で
元
気
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
た
い
」
と
大
学
と

の
関
係
を
強
調
し
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
討
論
で
は
、「
地

域
連
携
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る

新
た
な
可
能
性
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
。
特

に
、
連
携
で
重
要
な
こ
と
は

互
い
に
窓
口
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
や
情
報
の
共
有
化
が

必
要
で
あ
る
な
ど
の
意
見
が

だ
さ
れ
、
活
発
な
論
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
夢
フ
ェ
ス
タ

山本浩之さん

京
た
な
べ
男
女
共
同
参
画

週
間
実
行
委
員
会
は
、
男
女

共
同
参
画
週
間
に
ち
な
ん
で

開
く
「
ふ
れ
あ
い
　
夢
　
フ

ェ
ス
タ
」
の
講
演
会
に
、
関

西
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

山
本
浩
之
さ
ん
を
招
き
ま

す
。日

時
＝
６
月
２６
日
�
午
後

１
時
１５
分
〜
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パネル討論で地域連携について意見を交わす参加者のみ
なさん（５月７日、同志社大学京田辺キャンパス）
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は茶葉を手にとり、お茶の感触を
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が、今年も上位入賞を目指してが
んばってください」と激励すると、
出島さんは「今年は例年よりも若
干早く玉露は今がピーク。質・量
ともに上々」と話していました。
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京たなべ・同志社ヒューマンカレッジ開講


